
出
版
内
容
＝�
戦
後
80
年
を
迎
え
、
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
が
加
速
し
戦

災
・
核
災
・
環
境
破
壊
に
よ
る
「
人
新
世
」
に
お
い
て
、
こ
の

ま
ま
で
は
地
球
が
破
滅
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
科
学
技
術
偏
重

で
は
な
い
本
来
的
な
「
生
活
世
界
」
の
中
で
「
始
原
の
存
在
」

を
問
う
詩
歌
を
公
募
し
た
い
。

　
　
　
　
　

Ａ
５
判　

約
三
〇
〇
～
三
五
〇
頁　

本
体
価
格
二
〇
〇
〇
円
＋
税

発
行
日
＝�

二
〇
二
五
年
八
月
発
行
予
定

編

者
＝
鈴
木
比
佐
雄
、
座
馬
寛
彦
、
鈴
木
光
影
、
羽
島
貝

発
行
所
＝
株
式
会
社
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

公

募
＝�

二
五
〇
名
の
詩・
短
歌・
俳
句
・
エ
ッ
セ
イ
を
公
募
し
ま
す
。
作
品

と
承
諾
書
を
お
送
り
下
さ
い
。
既
発
表
・
未
発
表
を
問
い
ま
せ

ん
。
趣
意
書
は
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
で
す
。http://w

w
w
.coal-sack.com

/

参
加
費
＝�

一
頁
は
詩
四
十
行
（
一
行
二
十
五
字
）・
短
歌
十
首
・
俳
句
二
十

句
・
エ
ッ
セ
イ
一
、
〇
〇
〇
字
で
一
万
円
、
二
冊
配
布
。
二
頁

は
倍
の
作
品
数
や
文
字
数
で
二
万
円
、
四
冊
配
布
。
校
正
紙
が

届
き
ま
し
た
ら
、
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
の
振
替
用
紙
で
お
振
込
み

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
二
〇
二
五
年
四
月
末
日
頃
（
著
者
校
正
一
回
あ
り
）

原
稿
送
付
先
＝
〒
一
七
三
‐
〇
〇
〇
四

　
　
　
　
　
　

東
京
都
板
橋
区
板
橋
二
‐
六
三
‐
四
‐
二
〇
九

デ
ー
タ
原
稿
の
方
＝�

〈m
.suzuki@

coal-sack.com

〉（
鈴
木
光
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。

【
よ
び
か
け
文
】

宮
沢
賢
治
『
春
と
修
羅
』
は
、
全
七
〇
篇
と
補
遺
九
篇
の
計
七
九
篇
が
収

録
さ
れ
一
九
二
四
年
四
月
二
〇
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
妹

ト
シ
を
悼
む
詩
「
永
訣
の
朝
」
な
ど
の
鎮
魂
だ
。
詩
「
火
薬
と
紙
幣
」
は
最

後
の
パ
ー
ト
八
の
「
風
景
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
」
の
中
に
収
録
さ
れ
、
二
連
目
に

「
森
は
ど
れ
も
群
青
に
泣
い
て
ゐ
る
し
／
松
林
な
ら
地
被
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
剝

げ
て
／
酸
性
土
壌
も
も
う
十
月
に
な
つ
た
の
だ
」
と
記
し
て
い
る
。
賢
治
が

後
に
岩
手
の
酸
性
土
壌
を
改
良
す
る
た
め
に
肥
料
設
計
な
ど
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
の
原
点
が
こ
の
詩
行
か
ら
読
み
取
れ
る
。
私
が
最
も
感
銘
を
受
け
る

の
が
最
後
の
五
行
だ
。
岩
手
の
天
空
と
野
原
を
瞬
間
に
そ
の
風
景
と
賢
治
の

内
面
が
一
体
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
本
当
に
価
値
の
あ
る
も
の
と

は
何
か
、
ま
た
「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
と
は
何
か
を
問
い
掛
け
て
く
る
。
賢

治
な
り
の
答
え
は
「
野
原
を
お
ほ
び
ら
に
あ
る
け
た
ら
／
お
れ
は
そ
の
ほ
か

に
も
う
な
ん
に
も
い
ら
な
い
／
火
薬
も
燐
も
大
き
な
紙
幣
も
ほ
し
く
な
い
」

だ
っ
た
の
だ
。「
火
薬
」
と
は
「
兵
器
」、「
燐
」
は
「
鬼
火
」、「
紙
幣
」
は

「
富
」
な
ど
を
比
喩
と
し
て
表
し
た
の
だ
ろ
う
。
賢
治
は
詩
人
・
童
話
作
家
で

あ
り
、
現
代
か
ら
見
る
と
地
球
環
境
を
考
え
て
実
践
す
る
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の

先
駆
者
で
あ
っ
た
。
賢
治
は
『
春
と
修
羅
』
の
序
で
、
地
質
学
の
「
新
生
代

沖
積
世
」
の
中
で
の
生
き
物
た
ち
は
（
あ
る
い
は
修
羅
の
十
億
年
）
と
も
示

唆
し
て
い
る
。「
新
生
代
沖
積
世
」
は
現
代
の
地
質
学
で
は
「
完
新
世
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。「
人
新
世
」（Anthropocene

）
と
は
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

受
賞
者
の
パ
ウ
ル
・
ク
ル
ッ
ツ
ェ
ン
が
提
唱
し
た
考
え
で
、
氷
期
が
終
わ
る

一
万
一
七
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
続
い
て
き
た
「
完
新
世
」
の
後
に
、「
人
間

た
ち
の
活
動
の
痕
跡
が
、
地
球
の
表
面
を
覆
い
つ
く
し
た
年
代
と
い
う
意

味
」
で
名
付
け
ら
れ
た
。
賢
治
が
亡
く
な
っ
た
一
九
三
三
年
か
ら
数
年
た
っ

た
一
九
三
六
年
頃
に
、
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
で
「
現
象
学
」
を
提

唱
し
た
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
フ
ッ
サ
ー
ル
が
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
機
と
超

越
論
的
現
象
学
』
を
執
筆
し
た
。
そ
の
中
で
「
客
観
的
科
学
」
の
「
論
理

学
」
は
「
仮
象
」
で
あ
り
な
が
ら
も
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
我
々
に
迫
っ
て

く
る
。
実
は
そ
れ
を
生
み
だ
し
た
背
景
に
は
「
生
活
世
界
」
が
あ
る
と
言

い
、「
生
活
世
界
」
の
「
主
観
的
―
相
対
的
な
真
理
の
領
域
」
が
源
泉
で
あ
る

こ
と
を
「
生
活
世
界
」
の
「
論
理
学
」
と
し
て
記
し
た
。「
生
活
世
界
」

（Lebensw
elt

）
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
用
語
で
あ
り
「
あ
ら
ゆ
る
科
学
的
探
究

に
先
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
、
現
実
と
し
て
直
接
的

に
経
験
さ
れ
て
い
る
、
日
常
的
世
界
の
こ
と
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
試
み

は
ま
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
か
ら
存
在
が
「
本
質
存
在
」
と

「
事
実
存
在
」
に
分
離
し
「
本
質
存
在
」
を
優
先
さ
せ
て
き
た
存
在
忘
却
の
歴

史
に
対
し
て
、
そ
の
二
つ
の
存
在
の
原
点
で
あ
る
本
来
的
な
「
始
原
の
存

在
」（
ピ
ュ
シ
ス
）
へ
と
立
ち
還
ら
せ
、
私
た
ち
に
将
来
の
「
始
原
の
存
在
」

を
創
造
的
に
問
い
掛
け
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
二
〇
二
五
年
の
詩

歌
集
タ
イ
ト
ル
を
『
人
新
世
の
生
活
世
界
詩
歌
集
―
―
気
候
変
動
・
戦
災
・

核
災
を
も
た
ら
す
科
学
技
術
偏
重
か
ら
始
原
の
存
在
へ
』
と
し
た
。
賢
治
の

詩
以
外
の
作
品
例
と
し
て
、
俳
句
で
は
永
瀬
十
悟
氏
の
〈
鴨
引
く
や
十
万
年

は
三
日
月
湖
〉
で
は
、
鴨
が
北
方
に
渡
っ
て
い
く
様
を
見
て
、
十
万
年
後
に

は
、
放
射
性
物
質
が
半
減
し
、
今
も
存
在
す
る
帰
還
困
難
地
域
で
取
り
残
さ

れ
た
三
日
月
湖
の
よ
う
な
原
発
の
周
辺
が
動
植
物
の
楽
園
に
な
っ
て
い
て
欲

し
い
と
語
っ
て
い
る
。
短
歌
で
は
本
田
一
弘
氏
の
〈
福
島
の
土
う
た
ふ
べ
し

生
き
て
わ
れ
は
死
ん
で
も
わ
れ
は
土
を
と
ぶ
ら
ふ
〉
で
は
、
た
と
え
放
射
性

物
質
で
産
土
が
汚
染
さ
れ
よ
う
と
も
、
わ
れ
は
詠
い
、
死
ん
で
も
産
土
を
案

じ
て
訪
ね
て
く
る
と
語
り
、
故
郷
の
産
土
が
汚
染
さ
れ
た
言
い
知
れ
ぬ
悲
し

み
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
発
想
で
、「
人
新
世
」
の

特
徴
で
あ
る
、①
地
球
温
暖
化
な
ど
の
気
候
変
動
、
②
森
林
地
帯
を
開
発
し
生

態
系
を
破
壊
す
る
生
物
多
様
性
の
喪
失
、③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
人
口
物
質

の
増
大
、④
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
増
大
、⑤
核
実
験
・
核

兵
器
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
残
存
な
ど
、人
類
の
科
学
技
術
偏
重
の
活
動
が

地
球
に
破
滅
的
な
影
響
を
与
え
る
事
実
を
踏
ま
え
、
身
近
な
地
域
環
境
の
変

容
の
発
見
を
伝
え
、
本
来
的
で
創
造
的
な
「
始
原
の
存
在
」
に
問
い
掛
け
る

詩
歌
を
寄
稿
し
て
頂
き
た
い
。（
鈴
木
比
佐
雄　

記
）

『
人ひ

と
し
ん
せ
い

新
世
の
生
活
世
界
詩
歌
集 

―
気
候
変
動
・
戦
災
・
核
災
を
も
た
ら
す

	
	

	
	

	
	

　
　
科
学
技
術
偏
重
か
ら
始
原
の
存
在
へ
』
公
募
趣
意
書

『
人ひ

と
し
ん
せ
い

新
世
の
生
活
世
界
詩
歌
集 

―
気
候
変
動・
戦
災・
核
災
を

　
も
た
ら
す
科
学
技
術
偏
重
か
ら
始
原
の
存
在
へ
』
参
加
・
収
録
承
諾
書

以
上
の
略
歴
と
同
封
の
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
エ
ッ
セ
イ
に
て『
人
新
世
の
生
活
世
界
詩
歌
集 

―
気
候
変
動・
戦
災・

核
災
を
も
た
ら
す
科
学
技
術
偏
重
か
ら
始
原
の
存
在
へ
』
に
参
加
・
収
録
す
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
す
。
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体
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き
ま
す
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※現住所は都道府県名まで著者紹介欄に掲載します。
校正紙をお送りしますので、すべてご記入ください。
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キ
リ
ト
リ
線
（
参
加
詩
篇
と
共
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
）
デ
ー
タ
原
稿
を
お
持
ち
の
方
は
〈m
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coal-sack.com

〉
ま
で
メ
ー
ル
送
信
お
願
い
し
ま
す
。


